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先端ロボット技術によるユニバーサル未来社会体験
プロジェクト 概要

プロジェクトの概要

 世界に先駆けて高齢化社会を迎える日本から、先端ロボット技術等の活用により年齢によらず元気のある限り誰
もが活躍できる社会を多言語で発信

 台場及び青梅地区等にショーケースを設置し、システム・技術の輸出を含め、サービスなど非製造分野の市場を
20倍に拡大することに貢献（日本再興戦略 改訂2014、ロボット新戦略）

２０２０年に目指す姿

台場及び青梅地区等を中心に、「ユニバーサル未来社会体験ゾーン」（ショーケース）を設置。

 先端ロボット技術により高齢者、障害者が生き生きと活躍できるユニバーサル社会の体験ゾーン
 先端ロボット技術及びそのロボットの機能を最大限発揮させるようなバックグランド（人工知能等）／インフラ技術

（ネットワーク等）、多言語翻訳システム等を用いた展示・体験

そのほか、全国のロボット特区等と連携し、日本全体の活性化。

（日本科学未来館を通じた全国の科学館との連携も視野）

 先端ロボット技術により高齢者、障害者が生き生きと活躍できる技術の開発・実証
実証例：先端ロボット技術により障害者が競技会場に自ら移動、観戦を楽しむ

 膨大なデータから人工知能により最適化された情報を提供するためのバックグランド／
インフラ技術等の開発・実証
技術例：人工知能、IoT、ビッグデータ、インターフェース等の研究開発
技術例：多言語翻訳システムの開発
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先端ロボット技術によるユニバーサル未来社会体験
プロジェクト ロードマップ
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お台場実証・
ショーケース
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開発・実証１

プレイベントの検討・準備
（含む規制緩和の検討・実施）

日本の魅力を世界に
（国内展開及び国外
への輸出）

２０１９年までに期待される効果
２０２０年に期待される

効果
２０２０年以降に
期待される効果

運動機能支援
 先端ロボット技術等によって身体損失や機能低下を克服

することを目指した運動・移動支援に関する技術開発及
び実証の加速

多言語支援
 言語に関係無く誰でもがストレスなく利用できる情報の提

示・指示システムの技術開発及び実証の加速
その他社会システム
 ヒト、モノ、情報、環境をつなぐインタフェースの開発（Ｉｏ

Ｔ）や収集された（ビックデータ）情報の最適化（AI）等によ
り、高効率・高付加価値の都市インフラを実現する技術
（超サイバーインフラ技術）開発及び実証の加速

 活動・言語支援
ツールや高度な
都市インフラを社
会展開するととも
に、インフラ・技
術として輸出

運動機能支援
 障害者等が先端ロボット技

術等によって行きたい時、自
由にオリパラ会場に移動

多言語支援
 五輪に訪れた外国人が母国

語でショーケースを体験
その他社会システム等
 ＩｏＴ、ビッグデータ解析、人工

知能（ＡＩ）などによって最適
化された都市インフラを体験

開発・実証２
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台場青海地区等において
体験ゾーンの設置・発信

技術開発及び実証研究の加速 社会展開及び
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日本科学未来館
フジテレビ湾岸スタジオ

産業技術総合研究所
臨界副都心センター

東京都立産業技術研究センター

国際展示場
（東京ビッグサイト）

パナソニックセンター
東京（リスーピア）
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の
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駅

国際展示場正門駅青海駅

テレコムセンター駅

ゆりかもめ

台場駅 お台場海浜公園駅

国際展示場駅

りんかい線東京テレポート駅
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シンボルプロムナード公園
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東京国際交流館

台場及び青海地区周辺

• ウェストパークブリッジ、テレポートブリッジ、シンボルプロ
ムナード公園などを活用したパーソナルモビリティの実証

• 各会館やセンター等を活用した展示
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体操

テニス

ロボット実証フィールド関連施設等

オリンピック・パラリンピック競技予定地（Ｈ２７．３月時点）
・バレーボール（有明アリーナ）
・アーチェリー（夢の島）

【周辺で実施される競技】

＜２０２０年における想定訪問者数＞
年間 ⇒ ２０００万人（うち外国人２０万人）
オリパラ期間（３０日） ⇒  ５００万人（うち外国人 ５万人）
オリパラ期間（１日あたり）⇒ １０～２０万人



＜想定される主な参加機関の例＞
（民間企業）

• アイシン精機（パーソナルモビリティ）
• NTTコミュニケーション（移動通信技術）
• サイバーダイン（ロボットスーツ等）
• ZMP（自動運転）
• トヨタ自動車（自動運転）
• パナソニック（多言語翻訳、案内ロボット、パーソナルモビリティ等）
• 富士通（ヘルスケア等）
• マツダ（感性、センシング）
• 三菱重工業（都市間交通、無人機等）

（研究機関（大学、独立行政法人等））
• （独）科学技術振興機構（ロボット、日本科学技術未来館）
• （独）産業技術総合研究所（ロボット、OS、安全認証等）
• （独）情報通信研究機構（ソフトウェア、サイバーセキュリティ）
• （大学共同利用機関法人）情報・システム研究機構国立情報学研究所（人工知能）
• （学校法人）千葉工業大学未来ロボット技術研究センター（fuRo）（ロボット）
• （株）国際電気通信基礎技術研究所（ATR）（人工知能）

想定される主な参加機関の例
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ユニバーサル未来社会のコンセプトに合う活動を行っている
企業・大学・法人等を広く公募



想定される科学技術の例



先端ロボット技術によるユニバーサル未来社会体験
＜技術イメージ＞

お出迎え・
施設内の案内誘導

⾃律移動型コミュニケーションロボット

サポートニーズのヒアリング

サポートニーズに応じた
各種⼿配

ボランティアスタッフウェアラブルカメラで
センターと連携して対応

複数電動⾞いすの
連動移動で
グループ誘導

⾃動翻訳機で
多⾔語対応

アシスト
スーツ

出展：総務省：2020年に向けた社会全体のＩＣＴ化推進に関する懇談会 第３回幹事会資料抜粋 6



先端ロボット技術によるユニバーサル未来社会体験
＜技術イメージ＞

３Ｄ立体テレビ・映像

出展：総務省「ユニバーサル・コミュニケーション技術に関する調査研究会」報告書
内閣府2020年ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ東京大会に向けた科学技術ｲﾉﾍﾞー ｼｮﾝの取組に関するTF

アシストスーツを活用した
ロボット遠隔操作技術

出展：サイバーダイン
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高精密・大画面シートディスプレイによる屋外パブリックビューイング



先端ロボット技術によるユニバーサル未来社会体験
＜技術イメージ＞

＜３月１７日プレスリリース＞
千葉工業大学未来ロボット技術研究センターとアイシン精機が開発した
日本発の最新ロボット技術を搭載した４段変形するパーソナルモビリティ
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先端ロボット技術によるユニバーサル未来社会体験
＜技術イメージ＞

nena（宇都宮大学）

マーカス（産総研）

ロピッツ（日立製作所）
自動運転能力を有するパーソナルモビリティ例

出展：ＺＭＰ

全周囲環境認識（自動運転技術）

自動運転技術の開発や先進運転
支援システム開発のためのセンシ
ング技術
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